
東北の無線局の活躍

クーリッジ大統領のリーダーシップ

もっとも早く、もっとも大きな支援はどのように実現したのか ?

関東大震災発生   首都圏ですべての通信が停止

磐城国際無線電信局では地震のあとに東京と横浜
に直通する有線通信が切れたことをおかしく思
い、国内無線の受信機をつくりはじめる

銚子無線局が横浜港の船から神奈川県知事が出し
た無線をキャッチ

潮岬無線局が横浜港の船の無線をキャッチ

大阪中央電信局に神奈川県知事のメッセージが届く

磐城国際無線電信局が国内無線の受信機を完成さ
せ、神奈川県知事のメッセージを知る

磐城国際無線電信局が神奈川県知事のメッセージ
を英語に翻訳してアメリカに送る

サンフランシスコの新聞が号外を出し、横浜の被
災をニュースにする
クーリッジ大統領が天皇にメッセージを送る
同時に陸海軍、船舶局、赤十字に指示を出す

クーリッジ大統領は陸海軍に出動命令を出した。海軍は中国
に展開していたアジア艦隊に命令し、横浜に向かわせた。艦
隊は9月4日に長崎に無線を中継する船を配置した。9月5日
には救援用の船が被災地に到着した。

陸軍はフィリピン駐屯軍から医療支援部隊を向かわせた。9月
5日に最初の輸送船「メリット」がベッド3000床、医薬品
150トン、食料750トン、医官18名、看護士60名等の医療部
隊とともに出航した。9月10日には3か月分の備蓄だけを基地
に残し、もう一隻の船で残りの物資をすべて日本に送った。２
隻あわせてベッド6000床、物資１万3千トンの支援だった。

クーリッジ大統領は船舶局を通じ
て船会社に命令を出した。日本に
物資を届けるため、太平洋に船を
出せる会社はこれから１か月の予
約を取り消すこと、日本を出港し
た船舶はＵターンして日本を助け
ることが伝えられた。
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* 現在の物価に換算すると約 200 億円
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関東大震災、アメリカ 1060 万ドルの支援

潮岬無線局

日本⇔アメリカへの伝達
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クーリッジ大統領は赤十字社を通じて義援金の呼びか
けをおこなった。赤十字の会合に参加するだけでなく、
アメリカに浸透しはじめたばかりのラジオを使った呼
びかけもおこなった。

また、現地の活動は日本人にまかせること、アメリカは
届けた物やお金の使い方、配り方について何も言わない
ことを決めた。

そちらには何の公報も入っていないと聞いた

のだが、これは日本でとても大変な事態が発

生しているのではないか？とにかく急いで

大々的な支援をする必要がある思う。

アジア艦隊とフィリピン駐屯軍に急いで救護

に向かうよう伝えたが、それではとても足り

ないだろう。しかし議会を開いて相談しない

とこれ以上のことはできない。

そこでアメリカ国民に直接支援を頼もうと思

う。日本国民はアメリカ国民に助けられるこ

とをどう思うだろうか？

とても感激するでしょう。できるだけ沢山の

援助をください。

ではすぐに国民に知らせよう。

赤十字社への指示

船舶局への指示

義援金集めのための行進をするアメリカ市民 (シカゴ )

9月2日のアメリカの新聞

クーリッジ大統領と埴原駐米日本大使の面会

出典：『関東震災画報 第 3輯』大阪毎日新聞 , 1923, p13,　https://dl.ndl.go.jp/ja/pid/1682582/1/35 

出典：The New York Times, Sep 2,1923

出典：『「排日移民法」と闘った外交官――1920 年代日本外交と駐米全権大使・埴原正直』, 藤原書店 , 2011
写真出典：Library of Congress,     https://www.loc.gov/resource/cph.3a53302/     https://loc.gov/pictures/resource/ggbain.25161/

写真出典：Library of Congress, 
https://www.loc.gov/resource/cph.3a53302/

埴原大使

クーリッジ大統領

クーリッジ大統領

アジア艦隊

「東京、横浜、名古屋全滅、罹災民数百万」の報道

クーリッジ大統領が埴原大使をホワイトハ
ウスに呼ぶ

クーリッジ大統領が義援金を呼びかける大
統領布告を発表する

「17年前のサンフランシスコ大地震の際、
日本赤十字が迅速に10万ドルを送ってくれ
たことへのお返し」をすると赤十字が発表

キリスト教団体が5千ドルを日本に送る

埴原大使が初めて日本から直接連絡を受け取る

義援金1060万ドルが集まる
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関東大震災の
国際支援に占める
アメリカの割合 

出典：『横浜復興録』横浜復興録編纂所 ,
1925, p337-338

*

*日本時間

9月20日を過ぎると、他の国の商船も日本に到着した
が、アメリカの船はそれまでに19隻も日本に到着し
ていた。

中国にいた日本海軍が救援物資とともに品
川沖に到着*

中国にいたアメリカのアジア艦隊七隻が横
浜に到着(海外からは初めての救援船)*



20世紀初頭、日本とアメリカの災害支援 

日本人は支援をどう受け取ったのか？ 

1905年

1906年

東北三県凶作

サンフランシスコ地震 

一、スピードと理にかなった行動

アメリカの支援は当時の日本人に
好意的に受け止められた。

日本の陸軍参謀本部はアメリカの援助を
振り返って３つの特色をあげている。

好意的な市民の反応 

二、キャンペーンの展開と大量の物資援助

三、誠実で援助の受け手に配慮した活動 

東北三県凶作における各国の支援

総額104万円

宮城･福島･岩手を厳しい雪や雨、寒さが襲った。特に岩手県では大きなダ
メージを受け、多くの土地では平年の半分以下の米しか収穫できなかった。

このとき、日本は初めて外国から本格的な支援を受けた。最も日本を支援した
アメリカの義援金は、各国の支援の50％以上を占めた。 

東北三県凶作の義援金が届き始めたころ、アメリカで地震が発生した。
日本はアメリカに対し、天皇陛下からの下賜金20万円を含む24万
6000ドルの義援金を送った。これは各国の支援の50％以上を占めた。 

クーリッジ大統領は、関東大震災で日本を支援する理由を聞かれた際
に、この時日本から受けた支援を理由の１つに挙げていた。 

クーリッジ大統領によるトップダウンの政策決定、外交
官や陸海軍の指導者たちによる現場指揮が特徴的だった。

特に駐日大使ウッズは各国の大使が大使館を離れて被
災地を離れるなか、大使館にとどまり続けて日本とア
メリカをつなぐ存在になった。 

11月18日には東京市民主催の外交団に対する感謝会
が開かれ、12月20日の大阪朝日新聞ではアメリカの
援助にたいして答礼使を派遣する案に賛同する記事
が掲載された。

組織的な寄付だけではなく、街頭の募金が活発だった。
その結果、諸外国の中でも突出した支援を実現した。 

恩着せがましいところがなく、日本の体面に配慮して、
「真面目にして緊張」ある救護活動をしていた。

例えばアメリカ以外の国では、支援を利用して宣伝活動
をしようとしたり、急いで支援に来たものの、帰りの燃
料を用意していなかった国があったりした。

出典：『Japan's Envoys of Gratitude』Forbes Library, 1930,
https://archives.forbeslibrary.org/argus/final/Portal/Default.aspx?lang=en-US
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クーリッジ大統領夫妻と日本の遣米答礼使

関東大震災における海外からの支援は、当時の新聞
でニュースになった。特にアメリカやポーランドに
は、震災の後すぐに学生らがお礼状を送った記録が
残っている。また、50万人の東京市民が記帳したサ
イン帳（一部を復興記念館が所蔵）がアメリカに贈
呈されるなどの出来事もあった。

そして復興完成式典が開催された1930年には、5人
の令嬢たちから構成された遣米答礼使の渡航が実現
した。遣米答礼使はアメリカ各地を訪れ、クーリッ
ジ大統領にも挨拶をした。 



「100年前の手紙」探しプロジェクト
この手紙は100年前の関東大震災の後、アメリカの支援に対し、日本の学生がクーリッジ大統
領に宛てたお礼の手紙です。同様の手紙が約７５０通アメリカで発見されました。

世界防災フォーラムは今、黎明期の国際災害支援はどんなものだったのかを知るため、東北大
学のチームと一緒にこれらの手紙を調べています。ご家族やお知り合いから、このような手紙
についてお聞きになったことがある方は、お話しをお伺いしたいのでぜひご連絡ください。

750通の手紙は3巻に製本されていました。クーリッジ大統
領のひ孫にあたる、クリス・ジーターさんがご自宅に100年
間大切に保管されていた手紙を見せてくださいました。 

貴重な手紙を持ち帰ることはできません。クーリッジ財団の
一室でデジタル化作業をしました。私たちはデータだけを持
ち帰り、詳細を日本で調査しています。

2023年8月、アメリカ・バーモント州に所在するクーリッジ
財団の協力を得て調査を行いました。
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